
前田一歩園財団自然環境保全活動助成規程 

 

 （趣 旨） 

第 １ 条 この規定は、原則として北海道の自然環境の保全とその適正な利用に関する活動 

    に対して一般財団法人 前田一歩園財団（以下「一歩園財団」という。）  が行う助 

成に関し、必要な事項を定めるものとする。 

 （助成の対象） 

第 ２ 条 助成の対象となる活動は、次のとおりとする。 

  （１）自然環境の保全とその適正な利用に関する活動。 

  （２）自然環境の保全とその適正な利用に関する調査研究。 

  （３）上記（１）（２）に基づいた普及啓発用の報告書又は成果物の刊行。 

（助成額） 

第 ３ 条  助成額は、原則として１件１００万円以下とする。 

（助成の申込み） 

第 ４ 条  助成を受けようとする者は、あらかじめ別記１号様式による申込書を提出しなけ 

    ればならない。 

（助成の決定） 

第 ５ 条  助成を受ける者は、一歩園財団内に設けられた審査委員会の選考を経て決定する。 

  （１）助成を受ける者を選考する審査委員会は、「前田一歩園財団自然環境保全活動助 

    成審査委員会」と称し、学識経験者等６名以内をもって構成する。 

  （２）審査委員会の委員は、理事長が委嘱し、その任期は３年とし、再任を妨げない。 

尚、任期途中に辞任した審査員の後任者の任期は、前任者の任期内とする。 

  （３）審査委員会の会議は、委員長が運営し、事務局が作成した助成を受ける者の候補 

    の資料をもとに最終選考を行う。 

    ２  前項により決定を行った場合、別記第２号様式により助成を受けようとする者に 

    通知するものとする。 

（助成金の交付等） 

第 ６ 条 助成の申込みは、毎年４月末で締切り、助成金は、選考、決定のうえ、別記第３ 

号様式による助成金交付請求書に基づき、交付する。 

（承認等事項） 

第 ７ 条 助成対象者は、次の一つに該当する場合は、あらかじめ書面をもって申請し、承 

    認を得ること。 

  （１）助成金額内訳の項目間の配分の変更をしようとするとき。ただし、項目間の流用 

    が 20％以内であればこの限りでない。 

  （２）助成対象事業を中止又は廃止しようとするとき。 

  （３）助成対象事業が予定の期間内に完了しないとき。 

 

 



（区分経理） 

第 ８ 条 助成対象者は、助成対象事業に係わる収入及び支出については、他の経理と区分 

    し、これを帳簿に記入してその出納を明らかにし、領収書その他証拠書類は常に提 

    示できるよう保管しなければならない。 

（事業実績報告） 

第 ９ 条  助成を受けた者は、その助成を受けた事業の終了後２ヶ月以内に、別記第４号様

式による実績報告書の提出しなければならない 

（２）助成を受けた者は、財団が開催する報告会に出席の上、助成対象事業に関する報 

告を行わなければならない。但し、止むを得ない事由がある場合は、この限りでな 

い。 

（出版物等） 

第１０条  助成対象者は、助成対象事業に関連して作成する成果物及び新聞、マスコミ等発 

    表時には、当該事業が一歩園財団の助成を受けた旨を明記するとともに、完成また 

    は事業報告時に一歩園財団に提出すること。 

（助成の取消し） 

第１１条 助成金を他の目的に使用した場合、その他理事長が不適当と認めたときは、第５  

    条による助成の決定を取消すことができる。 

   ２  前項による取消しを行う場合は、別記第５号様式により通知するものとする。 

   ３  前項による取消しを受けた者で、既に助成金の交付を受けている者は、取消し決   

    定通知の日から起算して３０日以内にその金額を返還しなければならない。 

（その他） 

第１２条  この規定の施行に関し必要な事項は、理事長が別に定める。 

 

 

 附    則 

この規定は、昭和５８年 ４月 １日から施行する。 

 附    則（平成 ２年 ３月 １日改正） 

この規定は、平成 ２年 ３月 １日から施行する。 

 附    則（平成 ７年 ２月２２日改正） 

この規定は、平成 ７年 ２月２２日から施行する。 

 附    則（平成１１年 ２月２５日改正） 

この規定は、平成１１年 ２月２５日から施行する。 

 附    則（平成２９年４月７日改正） 

この規程は、平成２９年４月７日から施行する。 

 附    則（平成３０年１月 日改正） 

この規程は、平成３０年４月１日から施行する。 

 

 


